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高野地域

花園地域

清水地域

落雷による度重なる火災に見舞われた高野山は「高野六木（りく
ぼく）制度」を確立しました。

・本来の植生を利用し、6 種の針葉樹（スギ、ヒノキ、コウヤマキ、
モミ、ツガ、アカマツ）を選択的に育成

・寺院の建築・修繕以外での伐採を禁止
・伐採にあたっては必要となる樹のみを択伐
・苗木の植栽、天然下種更新によって森林を更新
・金剛峯寺山林部と高野山寺領森林組合による組織体制

⇒寺院の建築・修繕用材の永続的自給が可能に

畦畔（けいはん）の農地利用による多様な植物の育成・栽培を行うことで、
高野山などの周辺地域からの多様な需要への対応が可能になり、かつ平地の少
なさを克服。

また山椒（さんしょう）は畦畔や耕地周辺での栽培が起源とされ、古くから
高野山の需要にこたえてきました。江戸時代には「ぶどう山椒」を発見し、現
在では日本一の生産量を誇る産地を形成しています。

⇒清水地域では、畦畔で育成・栽培する多様な植物の中から、ニーズにこたえ
る品目の栽培を拡大し、集落を発展

花園地域は古くから仏花を栽培し、高
野山に供給してきました。なかでも、コ
ウヤマキは「1 枝供えると 60 種類の花
を供えたことに匹敵する」と言われる高
野山に欠かせない仏花。

⇒高野山の需要に支えられ、傾斜地を利
用してコウヤマキを栽培することで、
平地の少なさを乗り越えて集落を発展 高野山

・山上の宗教都市としての大きな需要
・心の拠りどころ

農業＋林業による複合経営

里山

高野六木の森・長伐期施業林
・有田川の水源を涵養（かんよう）
・高い農業生物多様性
・信仰環境

御
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豊作を高野山に
祈念・感謝
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